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平成 23 年４月 26 日 

 

各   位 

 

会 社 名 黒川木徳ﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 工 藤 英 人 

（コード ８７３７ 大証第２部） 

問合せ先 執行役員管理本部長兼総合企画室長兼財務経理部長 川中 雅浩 

（ T E L  0 3－ 6 8 2 1－ 0 6 0 6） 

 

関係会社株式評価損及び投資有価証券評価損の 

計上に関するお知らせ 
 

 当社が保有する「関係会社株式」及び「投資有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時

価が著しく下落し、その回復があると認められないものについて、平成 23 年３月期末において

減損処理による評価損を計上する必要が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．平成 23 年３月期末の関係会社株式評価損及び投資有価証券評価損の総額（個別） 

（Ａ）平成 23 年３月期末の関係会社株式評価損及び投資有価証

券評価損の総額 
447 百万円

（Ｂ）平成 22 年３月期末の純資産額 

   （Ａ／Ｂ×100） 

5,271 百万円

（8.5％）

（Ｃ）最近５事業年度の経常利益の平均額 

   （Ａ／Ｃ×100） 

87 百万円

（514.0％）

（Ｄ）最近５事業年度の当期純利益の平均額 

   （Ａ／Ｄ×100） 

47 百万円

（947.1％）

※ 当社の決算期末は、３月 31 日であります。 

※ 直近事業年度の経常利益の額が営業収益の２％の額に満たないため、また、当期純利益

の額が営業収益の１％の額に満たないため、直近５事業年度の平均の額を記載しており

ます。 

 

２．平成 23 年３月期末の投資有価証券評価損の総額（連結） 

（Ａ）平成 23 年３月期末の投資有価証券評価損の総額 18 百万円

（Ｂ）平成 22 年３月期末の純資産額 

   （Ａ／Ｂ×100） 

8,543 百万円

（0.2％）

（Ｃ）平成 22 年３月期の経常利益 

   （Ａ／Ｃ×100） 

87 百万円

（21.5％）

（Ｄ）平成 22 年３月期の当期純利益 

   （Ａ／Ｄ×100） 

73 百万円

（25.4％）

※ 当社の決算期末は、３月 31 日であります。 
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３．関係会社株式評価損及び投資有価証券評価損の内容 

(1）個別 

 当社が保有する関係会社株式及び投資有価証券について、株式の時価と簿価との乖離が

大きくなったため、時価相当額まで評価減し、平成 23 年３月期の期末決算において関係会

社株式評価損 428百万円及び投資有価証券評価損 18百万円を特別損失として計上いたしま

す。 

(2）連結 

 上記記載のとおり、個別の投資有価証券評価損に関連して投資有価証券評価損 18 百万円

を特別損失として計上いたします。 

 なお、関係会社株式評価損は個別決算固有の処理であり、連結業績に与える影響はあり

ません。 

 

４．今後の見通し 

 平成 23 年３月期の業績につきましては、平成 23年５月 12 日発表予定であります「平成 23

年３月期 決算短信」にてお知らせいたします。 

以 上 


